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＜連絡事項＞
・特記なし
＜患者様連絡事項＞
・原田　勉様～排便-3日。本人希望にて田名部Drよりケンエー浣腸1本処方となる。
・澤村　よしゑ様～入院後排便確認できていない事馬渡Drへ報告。ケンエー浣腸1本処方となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・木村　格治様～終日隔離継続中。声高さや妄想発言はなく対応は穏やか。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善できるよう看護介入行っていく。
・澤村　彬様～終日隔離継続中。ドア蹴りや奇声を上げての室内徘徊は続いているが、開錠時に部屋を出ようとすることはない。引き続き、精神症状の観察を行い、早期に処遇改善できるよう看護介入行っていく。
・柏山　知也様～終日隔離中。午前・午後2時間づつの開放観察実施。食事摂取には時間要しているが、全量摂取出来ている。引き続き、精神症状の観察を行い、早期に処遇改善できるよう看護介入行っていく。
・藤井　崇史様～終日隔離中。要求の多さはあるが、声高さや興奮はない。引き続き、精神症状の観察を行い、早期に処遇改善できるよう看護介入行っていく。
・袴田　将志様～時間隔離中。飲水要求の多さや妄想発言はない。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善できるよう看護介入行っていく。
＜要注目患者様＞
・上村　節子様～各食1/3程度摂取している。指示の点滴施行中の抜去はなし。膀胱留置カテーテル自抜後、自尿確認出来ている。
・吉田　浩様～ドアの前に居座るも、帰宅要求や不穏はない。
・宮崎　榮子様～確認行為や訴えの多さはあるが、対応時は穏やかである。
＜措置入院患者様ケース検討＞

・藤井　崇史様～飲水要求は多いが、声高さや妄想発言はない。
日　　時：H30.4.28　11：11

　氏　　名：田村　真紀子（たむら　まきこ）様

　生年月日：昭和44年7月27日48歳

　病　　名：躁うつ病

　性　　別：女性

　病　　棟：東Aユニット

　外来担当医:安ヶ平Dr

（経過）

　H30.4.28、6:09母様が本人が5:00から家を出てから帰らないとのことで、警察に連絡。警察が家の方に行って状況確認し、自宅の周辺を確認したところ8:30に自宅周辺にいたのを発見し保護。母様が2人でいるのを不安であるとのことで、付き添っていたとのこと。妄想、興奮強く家族対応困難であり母様が入院を希望。症状改善目的にて11：11東病棟Aユニットへ医療保護入院となる。

・カードなし（後日来院時に発注伝票について説明お願いします）
・業洗

・入院時書類スキャン済（来院時渡してください）
